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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その１）

○6月14日 浸水想定区域図公表（三次河川国道事務所）

例：三次市

○浸水想定区域内の要配慮者利用施設の抽出（水防法15条の４項）

・浸水想定区域内の施設数

・地域防災計画書に掲載予定 （平成29年度版）

○マスコミ報道等

保育園
老人

病院
障害者

合計
ホーム 利用施設

三次市
計画規模 6 5 31 4 46

想定最大 7 5 31 4 47

安芸高田市
計画規模 5 2 7 5 19

想定最大 8 3 23 10 44
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その２）

○ 水害・土砂災害への備えに関する要配慮者利用施設への説明会（広島県）

日時：2月22日（水）
場所：三次市まちづくりセンター
参加者：125施設

○水害に関する事項のアンケート結果（三次会場分抜粋）（アンケート回答数 ９８施設）
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決まっている

決まっていない
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56
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要配慮者を避難所に誘導する

施設内にとどまり、その後の状況に注意する

１と２

その他

洪水危険性のある
地域への立地

水害時の避難に
関する計画

避難する場所 避難準備情報が
出たときの行動

※数値は回答施設数、未回答により合計が合わない場合がある
（隣接する施設へ移動、

消防団員の指示にしたがって行動など）

○H29年度 避難計画を作成する施設の選定

○三次市
・老人ホーム施設と調整中。
・必要であることは認識されており，

雛形等により策定に向けた援助の実施
・職員を対象とした防災研修会への講師依頼

などを希望されている。

○安芸高田市：
・民間経営の保育所と調整中。
・当施設周辺は、土砂災害の危険区域でもある

ため、土砂災害にも対応した避難計画が必要。
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その3）

○ 関係機関の情報共有（メーリングリスト作成）

目的：内水・避難経路等の被災状況を迅速に情報共有

利点：関係機関及び危機管理部署や現場対応部署など、複数に同時に情報
を共有できる。

○緊急速報メールを活用した住民への情報提供

情報共有のイメージ

※当面は減災対策協議会のメンバーでの運用

三次市危機管理課

安芸高田市危機管理課

広島県土木局道路河川管理課

広島地方気象台

土師ダム管理所

三次河川国道事務所

配信先（案）
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その4）

○ 堤防補強（三次河川国道事務所）
・安芸高田市梶矢地区
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堤防を越水した氾濫水が
決壊までの時間を少しでも

引き延ばすような
堤防構造を工夫する対策

○ 堤防整備（三次河川国道事務所）

・三次市門田地区

門田箇所

←江の川
梶矢箇所

門田箇所

門田箇所

H28実施

H29実施

梶矢箇所
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その５）

○ 排水ポンプ車カマ場等整備（三次河川国道事務所）

・安芸高田市1箇所（常友岩の城排水樋門）

○ 樋門の電動化（三次河川国道事務所）

・三次市2箇所（上原、上本町排水樋門）

○内水対策勉強会

三次市 ：３月１０日
安芸高田市：３月１４日

内容：排水路の整備による被害軽減
排水ポンプ車のカマ場等の整備など

○ 9月18日（台風16号）排水ポンプ車の配備

三次市秋町地区

安芸高田市国司地区

上本町樋門
（巴橋左岸上流）

上原樋門（三次市立図書館裏）
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その6）

○過去の内水の浸水範囲（H18・H22）

・常友地区（H18年9月出水 内水浸水範囲）

○重要水防箇所の情報共有

○台風接近時の陸閘門の閉鎖

・台風接近時に事前に閉鎖する陸閘門：２１門

※台風接近時には、高水敷の占用者などにも注意喚起

○水防資機材の情報共有
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【国土交通省】

事例No 写真 タイトル 概要

江
の
川
上
流

１

三次市内で開催
されるイベント
にて、防災啓蒙
活動を実施

三次市市内で開催された『三次納涼花火
大会』及び『防災意識啓発フェア』におい
て、降雨体験や災害対策車両の展示を行い、
防災意識向上のための啓蒙活動を実施。

江
の
川
上
流

２

内水に関する出
前講座、勉強会
を実施

三次市十日市自治防災会を対象に、『十
日市きんさい学』と称した防災出前講座を
実施した。

また、江の川上流部における内水被害の
減災を図るため、関係行政機関である三次
市及び安芸高田市と内水対策勉強会を実施
した。

江
の
川
上
流

３

小学生を対象に
川に関する出前
講座を実施

三次市立十日市小学校の４年生を対象に
江の川・馬洗川に関する出前講座を実施し
た

出前講座では、川の環境学習と合わせて、
川の歴史や過去に実際に起きた洪水、洪水
から生命・財産を守る施設（堤防や排水機
場）などについて説明
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【国土交通省】

・三次市市内で開催された『三次納涼
花火大会』及び『防災意識啓発フェア』
において、降雨体験や災害対策車両の
展示を行い、防災意識向上のための啓
蒙活動を実施。

○10月23日 防災意識啓発フェア（三次市）

水害等のパネル展示

○ 8月20日 防災広報（三次納涼花火大会）

降雨体験（約２００人）

災害対策車両展示
（目的）
『三次市民納涼花火まつり』の来場者。
特に児童をターゲットに降雨体験をして
もらうことで、降雨時の危険性や防災意
識の啓発を行う。

（効果）
花火大会には多くの来場者（約5万人）が
あり、当事務所が観覧場所の中心に位
置することから、河川事業をPRする絶好
の機会となった。

照明車の展示当日は約500人の方が来場

■三次市内で開催されるイベントにて、防災啓蒙活動を実施
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【国土交通省】

江の川上流部における内水被害の減災を図
るため、関係行政機関が認識を共有し、減災
対策について相互に連携を図り、それぞれが
役割を持って被害の減少に向けた方策の検
討と実施に向けた取り組みを行うことを目的に、
三次市及び安芸高田市と内水対策勉強会を
実施した。

平成２８年６月７日に、三次市十日市自治防
災会を対象に、『十日市きんさい学』と称した防
災出前講座を実施した。出前講座では、過去
の洪水の状況の説明するとともに、普段は見
ることが出来ない、国土交通省三次河川国道
事務所が保有している災害対策車両や防災ス
テーション、十日市排水機場などの現場見学
を行った。

○内水対策勉強会

○防災出前講座（十日市自治防災会 約50名）

S47.7洪水の状況（座学）

十日市排水機場（現場見学） 防災ST（現場見学）

三次市 3月10日開催

安芸高田市 3月14日開催

■内水に関する出前講座、勉強会を実施
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【国土交通省】

職員の説明を熱心に聴く十日市小学校の生徒

過去の洪
水や堤防、
排水機場
などについ
ても説明

・三次市立十日市小学校の４年生を対象に
江の川・馬洗川に関する出前講座を実施
（H28.4.26）
・出前講座では、川の環境学習と合わせて、
川の歴史や過去に実際に起きた洪水、洪水
から生命・財産を守る施設（堤防や排水機
場）などについて説明

■小学生を対象に川に関する出前講座を実施
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【三次市】

○水害を想定した災害対策本部運営図上訓練
・開催日：平成28年6月6日
・場所：三次市役所 本館３階会議室 （防災対策室）
・参加者：市職員（市長（災害対策本部長）含む） 33名

○三次市地域防災リーダー研修会
・開催日：平成28年10月15日
・場所：三次市役所 本館６０１，６０２会議室
・参加者：自主防災組織役員等（市職員含む） 62名

○三次市防災士研修会
・開催日：平成29年2月12日
・場所：三次福祉保健センター ふれあいホール
・参加者：三次市内の防災士資格者 29名

○広島県防災リーダー研修会
・開催日：平成28年12月3日
・場所：みよしまちづくりセンター ぺぺらホール
・参加者： 自主防災組織役員及び市内の防災士資格者 等 59名
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江の川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 平成28年度取組み結果（その７）【安芸高田市】

○市職員及び市議会議員を対象にした
想定最大規模の浸水想定に関する研修会

・開催日：平成28年8月30・31日
・場所：安芸高田市クリスタルアージョ
・参加者数：280名

○大規模災害を想定した災害対策本部運営図上訓練
・開催日：平成28年10月27日
・場所：安芸高田市クリスタルアージョ
・参加者：市職員（市長（災害対策本部長）含む） 57名

○外国人避難者を対象とした避難所運営訓練
・開催日：平成28年11月20日
・場所：安芸高田市クリスタルアージョ
・参加者：国際交流協会、社会福祉協議会、市職員ほか約80名

うち外国人約30名
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